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Importance of benzene ring on bactericidal activity of radical-activated phenylalanine 
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1. はじめに  

近年、農業・医療分野における大気圧プラズマ

の利用が注目を集めている。特にプラズマ液中

殺菌は強力な殺菌効果ため、医療器具洗浄等へ

の応用が期待される。しかし、プラズマ活性水

を含めた従来のプラズマ液中殺菌では、その殺

菌効果は pH4.8 以上で急激に弱まることが報

告されている。[1] 一方、農作物は pH5 以上を

最適生長条件とするものが多く、プラズマ活性

溶液による有害菌不活性化は困難である。 

 そこで、我々は中性ラジカルで活性化したフ

ェニルアラニンを用いて、96 時間以内に 6 桁

の大腸菌を殺菌しつつ、同時にカイワレ大根の

生長を 99%促進させることに成功した。[2] 

 本研究では、同殺菌効果生成におけるベンゼ

ン環構造の重要性を調査した。 

2. 実験方法  

まず、ベンゼン環を有する L-フェニルアラニ

ン(L-Phe)と有さない L-アラニン(L-Ala)を、濃

度が 80mM となるようリン酸緩衝液(pH:6.3)へ

溶解し、導入ガス総流量を 5 slm、酸素ガス流

量比 O2/(Ar+O2)を 0.6 %とした大気圧ラジカル

源で各アミノ酸溶液を 15 分間処理した。その

後、濃度が 1×107 ml-1 となるよう処理したアミ

ノ酸溶液に大腸菌を懸濁し、数時間の反応後、

生菌数変化をコロニー計測法で評価した。 

3. 実験結果  

図 1 にラジカル源で活性化した L-Phe と L-Ala

による大腸菌殺菌の結果を示す。L-Ala 溶液で

は懸濁から 24 時間後でも大腸菌生菌数が減少

していないのに対して、L-Phe 溶液中の大腸菌

生菌数は検出限界に達している。 
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図 1 ラジカル活性 L-Phe と L-Ala の殺菌効果 

4. まとめ 

同じラジカル処理でも、ベンゼン環を有する

L-Phe 溶液のみが殺菌効果を示したことから、

同殺菌効果生成にベンゼン環がきわめて重要

であることが示唆された。 
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